






目的 

極小未熟児のくる病発生頻度を栄養法別にみると,母乳栄養児に多くみられ,その主な要因

はCa,PとくにPの摂取不足であろうこと,母乳栄養児にCa,Pを補給する目的である時点か

ら調整粉乳を加えて混合栄養とすることによってくる病発生頻度が減少することをこれま

で報告した。そこで,本年度はこれらの混合栄養児に対して,活性型ビタミン D3 製剤である

1α(OH)D3(アルファロール)と 1α,25(OH)2D3(ロカルトロール)を投与し,そのくる病予防

効果について比較検討した。 


